青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成22年　7月　5日　担当：馬渕

	入　所　者
	氏　名　　船場　幸子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和24年　7月　5日生（61歳）

	
	住　所　〒039-1104　八戸市大字田面木字赤坂35-35　　　　　　　電話　0178-27-6638　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	昭和45年7月頃（21歳時）
	罹 患 期 間
	約37年

	
	入院回数
	　　　3回　　
	延べ入院年数
	　　　　約36年　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	国保(本人)
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
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	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	5.000円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	青山荘

	入所年月日
	Ｈ20年　2月　15日
	身長
	146cm
	体重
	55kg（7/1）

	最終学歴
	三戸中学校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	S40年～S44年　　　　　　 NEC（神奈川県相模原市）

S44年～S45年　　　　　　 藤村商店、小嶋雑貨店（三戸町）

S60年9月～S60年10月　　食堂の炊事婦（青森市）

S62年2月～S60年7月　　 電気部品製造会社(八戸市)
	

	保　護　者
	氏　　名　　戸賀沢　敏子　　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居・否）

	入所目的

退所後はグループホームで生活する事を目標に、特に対人面・ストレス対処を重点的に支援しながら、長期入院で失われた日常生活能力・社会性の再獲得を図る。

	入院・治療歴

①昭和45年7月24日　　～　　昭和60年9月16日　　　入院　　　青南病院

②昭和60年10月12日　 ～　　昭和62年2月14日　 　 入院　　　青南病院

③昭和62年7月5日 　　～　　平成14年11月15日 　　入院　　　青南病院

④平成14年11月15日　 ～　　平成15年2月12日　　　入院　　　八戸市民病院

⑤平成15年2月12日　　～　　平成20年2月15日　　　入院　　　青南病院

	

	生活歴

昭和24年岩手県宮古市に同胞4名の第3子として出生。父親の退職を機に、本人12歳時に父親の出身地である三戸町へ移住。三戸中学校卒業後は上京し、NECに勤務していたが、20歳時に父親が脳梗塞で倒れたことをきっかけに実家に戻り、父親の介護をしながら地元商店で働く生活を送っていた。自分の給料と父親の年金収入だけでは生活が厳しく、親戚からお金を借りて生活していたとのこと。

昭和45年頃(21歳時)より自閉・夜間徘徊があり、また有機溶剤（シンナー）を飲んで意識混濁となり内科へ入院。しかし、入院中に病院を抜け出し、他者の畑の中に毛布を広げ、座り込み緘黙状態となる事があり昭和45年7月24日青南病院受診し入院となる。

昭和60年9月16日退院となるが、間もなく攻撃的・滅裂言動出現し昭和60年10月12日同院入院となる。

昭和62年2月14日退院後は、社会復帰援護寮「いちい荘」へ入居。入居翌日より電気部品製造会社へパート就労するが、同年5月頃より気分変動が認められ、はしゃいだり多弁傾向となる等の症状悪化がみられるようになる。また、易刺激的でイライラが増強し早朝覚醒・周囲に対する攻撃・過干渉などのトラブルが頻回に目立つようになり、滅裂言動もあることから昭和62年7月5日同院入院となる。

平成14年11月15日嘔吐・水溶便失禁・血圧低値出現し、同状態が継続していることから救急車にて八戸市民病院受診し急性腸炎・慢性腎不全の治療のため、八戸市民病院へ転入院となる。同院入院後、人工透析開始し、1ヶ月ほどで軽快に向うが、その後敗血症に罹患し抗生物質投与していた。症状軽快、歩行リハビリ等を経て同院での治療終了したことから平成15年2月12日同院退院。青南院転入院となる。

本人の症状が安定したことや、本人に社会復帰の意欲がみられるため、平成20年2月15日青南病院退院、青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母親は元々病弱で、本人が小学生の時に亡くなり、父親は脳梗塞のため65歳で死去。

保護者である姉は青森市に住んでおり、本人の年金管理を行うほか、月1回面会に訪れ、本人と八戸駅で待ち合わせ、一緒に買い物などに外出している。姉が八戸に来る際、船場様が交通費として7,000円を渡している。

弟は離婚し、現在は神奈川県で単身生活を送っている。




平成　22年 7月5日（月）

	氏　名
	　船場　幸子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24年　7月　5日（61歳）


	長期・短期目標

	長期目標：生活リズム安定を保ち、退所後グループホームで暮らす為の準備を整える。

短期目標：服薬自己管理を確立し、生活不安の解消方法を体得する。


	【前回の問題点】

①　不安について　　　②　健康管理　　　③　余暇活動（趣味の広がり）

不安について

・利用期限が迫るにつれて（H22年2/14）住居、経済面、食事、諸届けの申請、一人暮らしでの生活全般への不安を話す事も多く聞かれていいたが、本人様、保護者の姉様、青山荘との話し合いで1年延長する事とし2/26入所延長契約を完了している。

・年齢的な事、生活全般の支援と見守りを重視してグループホームの入居を希望される。

・本人様も退所後、生活環境変化で病状悪化への不安もあると話す事があって、1年延長となる事で安定した生活が出来るように努力していきたいと、自ら前向きに話す事もあり、出来ている事への評価もしている。

・3/16八戸市役所にインフルエンザ助成金申請で同行支援している。通帳2通あるので、どちらに入金したらよいかと相談がある。年金で使用している通帳でよいのではと伝えると納得される。

・金銭管理は自己管理だが、姉様が毎月1回来八された時に通帳から出金しているが、ATM操作に一人では自信が無いと話す事ある。

・自炊訓練は概ね自己流で出来ているが、比較する事もあり、他者の調理に興味を示して同じ材料を購入し調理している。「こんなもんですかね」と納得される事がある。

・自炊訓練で同じものばかりでマンネリ化すると相談ある。安く、短時間、簡単に出来る事を基本に週1回レシピ本から選び職員介入して調理を行う。調理後はレシピを自分ファイルとして保管している。

・自治会の会計担当になり「出来るかな」と不安を訴える（5月～7月）教えてほしいと言う。会計簿の見方

記入の仕方を説明する。説明する事で「不安もなくなります」と話される。

　・6/24障害者手帳更新手続を外来受診時に自ら相談している。手続きは説明を聞いて理解し必要書類を準備も出来るが気にかけている発言が聞かれる。

服薬管理

・服薬は自己管理。まれに勘違い他の事を考え込んで忘薬につながり兼ねない事があるので職員確認は継続。

余暇活動（趣味の広がり）

・美化活動を自発的に手伝い、枝豆の種を蒔き、手入れをしている。職員や他者と共通で行う事でき会話のきっかけともなって気軽におしゃべりする様子が見られる。

　・休日カラオケに参加する事も度々みられている。はにかみながらも童謡「叱られて」の曲を歌う。

【最近の様子について】

①睡眠　（入眠と起床）　　　②食事（体重の増加）　　　③歩行状態（うつむいた歩き方）　

睡眠　（入眠と起床）

・睡眠は20：30頃で安定している。朝食当番や心配事があると考え込んでしまうが22：30頃には寝つく。

食事（体重の増加）

・体重の増減は、毎日継続して就寝前に計測。自室の壁に体重の数値を記入している。7/1測定で55kg。

・荘内でのステッパー運動は以前に比べ減少。運動はデイケアでの30分歩行とエアロビ体操を継続。

・自炊は土、日3食と平日夕方本人なりのやり方で行う。買物は週末で野菜や加工品も含めて15種類ほど購入しているが、賞味期限過ぎたもやしを保存したり、傷んださやいんげんを茹でていることある。

・自炊訓練は一人での調理に自信を持つ事とマンネリ化防止のため、週1回、職員と相談してレシピ本から見た目にも美味しそうなメニューを選んでレシピどおりの調理を行うこと継続中。

背を丸める姿勢

　・歩行時のものが二重に見える事やふらつきの訴えはなく経過している。様子観察を継続する。

・背を丸めて歩く姿勢と猫背になり頭をうなだれて座る姿勢はその都度声掛けしている。




	支援項目
	介入方法
	支援期間

	不安への対処方法

・物事の変化に弱く、不安になる

（継続）
	・現在できている事は生活全般で随時評価する（掃除、洗濯、保清、調理）不安と自信がない事として諸手続き、居住地区以外の外出がある（手帳更新、バス券更新、健康保険税支払い、ATM利用、近隣のバス利用）この点について体験を積む機会をこれまでより増やして出来た事への振り返りを行い自信に繋げれるよう声掛けする。

・余暇支援は自発的に花、野菜の手入れ等手伝うこと多く見られる今後も継続して楽しめるよう見守る。

・自炊訓練は自分ファイルを活用し、絵つき調理手順とコツを共に実践して伝えてマンネリ化のないよう、振り返りながら励ます。

・買物同行の機会も作り、他の意見も聞きながら買物選びを楽しみ、賞味期限の有効性も促し、美味しく食べるコツを伝える。

・自活する事に意欲を持てる様、不安の訴えや相談できるスタッフが多数いる事を伝えていく。

・退所要件を勧めるにあたり、心配事や不安感もあると思われるのでタイムリーに傾聴することを実践する。
	3ヶ月

	健康管理（継続）

・健康管理（体重）
	・体重計測は継続されている。

・体重変化は1年前より1.5kg増量する。運動する楽しみも増やして、近隣の散歩の促しを行い、気分転換をしてもらう。

・健康維持は、八戸市の健診結果で理解している事もあり、野菜中心の食生活を継続する。嗜好品として果物の缶詰が好みとしている事もあるので、生の果物の美味しさを伝えていく。

・今後も八戸市の健診案内を活用するように勧めていく。
	3ヶ月
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